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；日本軍「慰安婦」問題/どう学び・どう伝える/若者らフォーラム 

[200
7] 

12/1
3；欧州も「慰安婦」決議/日本政府に公式謝罪要求 

11/2
8；カナダで「慰安婦」決議/下院 日本政府は真摯な謝罪を 

8/15
；「従軍慰安婦」問題/謝罪と補償を要求/ベルリン 日韓市民がスクラム 

8/13
；「慰安婦問題」謝罪を/フィリピン下院に決議案 

7/30
；米下院が「慰安婦」決議/日本政府に謝罪要求/本会議初採択 「歴史の責任認めよ」 

7/ 6
；「従軍慰安婦」/「河野談話は自虐的」/自民・中川政調会長が暴言 

7/ 3
；「慰安婦」/日本軍の組織的強制/中国弁護士協会が調査結果 

6/26
；「慰安婦」決議を３９対２で可決/米下院委 日本政府に公式謝罪要求/「靖国」派の孤立鮮明 

6/14
；自民・民主議員の米紙意見広告/「慰安婦」強制を否定/海外から批判 

5/28
；「慰安婦」決議案採択を/米・カナダ 市民団体が意見広告 

5/25
；「南京大虐殺」「慰安婦」を否定/民主・松原議員 

5/21
；「慰安婦」問題/日本政府は公式謝罪を/アジア連帯会議 立法措置求める決議 

5/15
；「慰安婦制度」は国家犯罪/東京高裁で口頭弁論 被害者救済を訴え 

5/10
；「慰安婦」問題/旧日本軍の強制性 証言/オランダ女性 尋問調書で判明 

4/26
；「慰安婦」で米市民団体/日本政府批判の広告  

4/21
；“歴史問題が弱点に”/米誌紙 安倍首相訪米前に論評  

4/20
；自民・中山元文科相が暴言/“「従軍慰安婦」もうかる商売”/“ほとんど日本の女性”  

4/17
；日本軍の強制示す公文書/―３点の大要（邦訳）―/特警隊が婦人 捕まえた  

4/17
；「慰安婦」問題/強制性示す新資料/研究者ら公表 東京裁判で証拠採用 

3/31
；高校教科書文科省検定/沖縄戦での住民集団自決/「日本軍が強制」を削除 

3/28
；「従軍慰安婦」問題/独紙/北朝鮮問題の解決妨害/安倍首相の姿勢を批判 

3/27
；「従軍慰安婦」問題/謝罪・賠償求める/カナダ下院小委 動議採択 

3/29
；「慰安婦」問題真摯に/行動ネット 首相に署名提出 

3/26
；安倍首相/「拉致と慰安婦は全く別」/国際批判に開き直り 

3/20
；歴史認めること必要/安倍首相「慰安婦」発言 米紙が社説 

3/16
；日本のイメージ後退/首相「慰安婦」発言で米紙 

3/ 9
；「慰安婦」河野談話/民主から「見直し」要求/若手が「会」/“南京大虐殺もなかった” 

3/ 3
；「史実否定許されない/首相の「慰安婦」強制疑問視発言/中国の通信社 

3/ 2
；韓国各党が麻生発言批判/「慰安婦」問題 「先進国か疑問」 

2/19
；「慰安婦」問題/反省求める米議会の決議案/麻生外相が敵視 

2/15
；元「慰安婦」が初証言/米下院委 日本政府の謝罪求める 

2/ 8
；日本政府の謝罪あいまい/「慰安婦」問題決議案提出の米議員/正式な表明求める 

1/29
；政治家発言受け改変/ＮＨＫに賠償命令/「従軍慰安婦」番組訴訟で東京高裁 
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10/ 
5；安倍首相/“歴史認識判断するのは間違い”/「満州国」の評価避ける 

10/ 
3；「従軍慰安婦」否定 撤回を/埼玉知事に謝罪求め集会/元慰安婦が証言 

7/17
；靖国「米国でも不快感」/英メディアが報道 

6/27
；「『従軍慰安婦』いなかった」/埼玉知事 展示記述の修正表明 

3/29
；文科省/高校教科書検定を公表/慰安婦」直させる 

 

・・・・・・・日本人によって焼き討ちにあった堤岩

教会、日本軍慰安婦であった女性達が生活す

るナヌムの家で資料やお話を聞き、とにかく事実

を知れば知るほど胸がつぶれる思いで何度も涙

が出るのをこらえました。日本が犯した目を覆い

たくなるようなひどい歴史がそこにあり、戦争を経

験していない世代の私たちであっても「知らない」

では済まされないと感じました。「知らない」という

ことがどれほど恐ろしいことか。 

 

 ナヌムの家では、当時慰安婦であったハルモニ

が証言するＶＴＲを見せていただきました。そのな

かで、日本による謝罪や賠償がなされていない

こと、若い世代には歴史を知る必要があることを

話されていました。 

 

  また、ナヌムの家で飾られていたハルモニたち

が描いた絵には、悲しみも叶えたかった願いもい

ろいろなものが描かれていたけれども、なぜか私

は韓国の国花であるムクゲがとても多かったこと

に目を引かれました。悲痛な日々のなか、故郷

を想う気持ちがどれほど強かったのかを感じまし

た。・・・・・・・「ナヌムの家を訪ねて」（遠田留美） 

〔 旅システムホームページより 〕 

http://www.tabisystem.com 

※ハルモニ：「おばあさん」の意。 

※ナヌムの家：「分かち合いの家」の意。かつて日本軍の「慰安婦」にされた韓国人女性が共同生活を送っている、韓国京畿道にある施設。  

【主催】日本軍「慰安婦」問題を考えるつどい実行委員会 
連絡先：旅システム/電話011-742-2260 

【協力】札幌全日空ホテル 



◎鴫谷 節夫 （平和と教育を考えるツアー連絡会 会長） 
○高崎 裕子 （弁護士） 
○内山  博 （株式会社旅システム代表取締役） 
・青木久美子 （株式会社旅システム） 
・赤木 正友 （赤井川コロポックル村） 
・飯塚 正樹  (北海道高等学校教職員組合連合会書記長） 
・猪狩 久一 （弁護士） 
・猪狩 康代 （弁護士） 
・石川 一美 （北海道平和婦人会会長） 
・石田 明義 （北海道平和委員会理事長・弁護士） 
・板谷 良彦 （北海道クリスチャンセンター主事・ 

    北海道キリスト者平和の会委員長） 
・伊藤 悳夫 （北海道ＡＡＬＡ連帯委員会理事長） 
・植田 英隆 （株式会社りんゆう観光代表取締役） 
・後宮 敬爾 （日本キリスト教団札幌北光教会牧師） 
・内山 勝人 （21世紀の水産を考える会会員） 
・大口 久克 （全北海道教職員組合書記長） 
・小川 早苗 （エテケカンパの会・ 

     ウタリ協会札幌支部国際人権部） 
・越智 晴子 （北海道被爆者協会会長） 
・小尾  陞 （北海道勤労者医療協会退職者の会会長） 
・川添とよ子 
・川野 忠克 （北海道私学退職者の会） 
・紙  智子 （参議院議員） 
・北川 健一 （社会福祉法人麦の子会 

      ジャンプレッツ施設長） 
・金  時江 （ハンマダン） 
・工藤富美子 （新日本婦人の会北海道本部会長） 
・熊谷みどり （みどり内科クリニック） 
・郡司 馨  （株式会社北海道機関紙印刷所 

代表取締役社長） 
・児玉 健次 （道革新懇代表世話人） 
・後藤 昌男 （北野九条の会事務局長） 
・小山 哲夫 （学校法人はまなす学園 

はまなす幼稚園園長） 

・今野平支郎 （北区年輪九条の会世話人） 
・酒井謙一郎 （韓国家庭料理店明心 店主） 
・佐藤恵理子 （社会福祉法人麦の子会ジャンプレッツ） 
・佐藤 哲之 （自由法曹団北海道支部・弁護士） 
・佐藤 龍子 （北海道勤医労女性部事務局長） 
・島崎 康広 （北海道キリスト者平和の会会員） 
・相馬 述之 （北海道宗教者平和協議会事務局長） 
・高崎  暢 （弁護士） 
・竹内 秀男 （札幌労音ＯＢ会 ） 
・土岐由紀子 （全国福祉保育労働組合 

      北海道地方本部書記長） 
・中井 秀紀 （北海道民医連会長） 
・中川  彰 （高校教員） 
・名知 隆之 （北海道労働組合総連合議長） 
・奈良岡文枝 （北海道母親大会連絡会会長） 
・花岡ユリ子 （道議会議員） 
・福地 保馬 （藤女子大教授） 
・福原 正和 （医師） 
・古家  彩 （社会福祉法人麦の子会むぎのこ） 
・古家 好恵 （社会福祉法人麦の子会統括部長） 
・真下 紀子 （道議会議員） 
・三浦佳代子 （婦人民主クラブ札幌市部支部長中央委員） 
・三浦 英敏 （北星学園大学附属高等学校学校長） 
・棟  徹夫 （北見工業大学名誉教授） 
・森谷  絜 （北海道大学名誉教授） 
・山崎  幸 （日本中国友好協会北海道支部連合会会長） 
・山崎 航平 （日本民主青年同盟北海道委員会） 
・山本 光一 （日本キリスト教団牧師） 
・山本 玉樹 （北海道在日朝鮮人の人権を守る会 

事務局長） 
・山本 政俊 （北海道歴史教育者協議会事務局長） 
・山本 充枝 （気功指導員） 
・吉田 重子 （全日本視覚障害者協議会執行委員） 
・米田裕貴子 （北海道労働組合総連合女性部長） 

【 よびかけ人（50音順） ◎代表 ○副代表】 

◇ 李 玉善
イ     オクソン

 さん （81歳） 

 

1927年釜山にて生まれる。貧しい家に生まれ、勉強し

たかったが学校に行けなかった。1940年、お金も稼げ

て勉強もさせてやるという言葉に、蔚山
ウルサン

にある旅館で働

き、1942年、朝鮮人一人と日本人一人によって中国の

延吉
ヨンギル

に連れて行かれた。その後3年間日本軍「性奴隷」

として生活をした。解放後2000年に永久帰国するま

で、中国延吉にて暮らした。 

◇ 村山 一兵
ムラヤマ    イッペイ

 さん（28歳） 

 

1980年神奈川の川崎生まれ。法政大学法学部政治学科

卒。2年次に同大学の安全保障問題に関連したゼミ旅行

で、初めて韓国を訪れる。4年次に、交換留学制度で韓

国・延世大学に1年留学中、ナヌムに韓国の友人と訪

れ、その後ナヌムや日本軍性奴隷問題に関して何かでき

ないかと考え、今日にいたる。 

 

現在、ナヌムの家/日本軍「慰安婦」歴史館研究員。 

■‘08/5/ 7（水）～10（土）12：00～19：00 
主催・場所：旅システム  札幌市東区北12東7-1-1ワコービル（011-742-2260） 

■‘08/5/11（日）～15（木）10：00～20：00 
主催・場所：北海道クリスチャンセンター 札幌市北区北７西６（011-736-3388） 

■‘08/４月中旬～下旬 
主催・場所：韓国家庭料理店明心 札幌市東区北12東13-2-18（011-742-3415） 

主催・場所：韓国スイーツと韓国茶の店 ギャラリー茶門 
     札幌市東区北9東7ファイターズ通り沿い（011-711-1910） 

《 詳しくは各主催者におたずねください 》 

後援：ナヌムの家、ナヌムの家歴史館後援会 

ナヌムの家 

絵画展 
◇ナヌムの家の歴史館には、
ハルモニが胸中を描いた多数
の絵画を展示しています。その
一部の複製を展示します。 

最 終 日 の

開 場 時 間

はお問い合

わせください 


